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（１）動物との相違
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?????????????????????
?????????????????????
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????????????????
　「動物は、その生命衝動といい、力や素質と
いい、人びとがそう呼んでいるような本能とい
い、生まれながらにきまっており、また非常に
強いので、自由な自然状態にあっても全く本能
に反しない、いや反することができない。動物
は、その本能によって彼の生活範囲にあるあら
ゆる障害を克服するのである。まさにそのこと
のために、動物はまた、その力や素質や本質、
それ自身の統一を認識することにはいたり得な
いし、だからまた多様性の認識にも達し得ず、
とりわけ統一そのもの
0 0 0 0 0 0
の予感や認識にまで到達
することはできないのであり、ましてやそれに
ついて説明することなどはできない。というの
は、動物にはあらゆる比較点が欠けているから
である。―比較点というものは（人間の場合に
おけるように）まさに次のことから生じるので
ある。すなわち、力の最も弱い表示に対しても
そのはたらきに、直ちに障害物が立ちあらわれ
てくるということから生じるのである。力自体
が増大するにつれてこれらの障害物も増大する
が、人間はそれらを克服すること、どんなこと
があっても克服すること、あるいは?それらに
浸透し、それらを根絶することを欲するもので
ある９。」
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（２）乳幼児の「無力さ」と「意志の力」
?????????????????????
?????????????????????
?????????????????????
?????????????????????
?????????????????????
　「ところで、たとえ最初は単に最もかすかな
跡にすぎないとはいえ、人間および子どものう
ちに、早くから作業衝動があらわれているにも
かかわらず、人びとは全くまちがった観点から、
人間は生まれた時は実に無力であるとか、自立
するまでに非常にゆっくり発達するものである
とか、したがってきわめて長期間母親の世話や
援助を必要とするものであるとかいったことに
ついて、多くのことを語ってきた。それゆえに、
人びとは人間がこの点において動物より遅れて
おり、また動物に劣っているという主張さえあ
えてしてきたのである。しかしながら、われわ
れがのちにもっとしばしば見るであろうように
―この地上への人間存在のあらわれの必然的な
結果として、人びとが人間の本性に帰するとこ
ろのもの、少なくとも人間の大きな不完全性の
明白な証拠として引用するもの―まさにそのも
のこそが、地上の他の被造物に対するいちじる
しい優位を決定するものである。それこそが彼
の品位のしるしであり、そのものこそが、人間
は神の像にしたがって創造されたものであり、
神に似ていることを自ら認めたり体現したりす
るために創られたものであるということの表現
である。というのは、われわれはそのことによっ
て、人間は自由に自らの力で向上すべく運命づ
けられたものであり、絶えずより高い自覚に達
すべき使命をもったものであることを認識する
からである10。」
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　「さて、すでに述べたように、人間の生命の
場合には全く事情を異にしている。人間の生命
においては、最初は外からの助力なしに、した
がってすらすらと容易になし得るものはほとん
どなにもない。とくに内部からの力の優勢に
よって、またその優勢でもって容易になし得る
ものはほとんどなにもない。（孵化したばかり
の水面の小鴨などはこれと逆である。）したがっ
て障害物としてのすべての外的なものは、…無
0
力が優位
0 0 0 0
の場合でも、またその優位をもってさ
え、もっぱら意志の自由な活動による力の内的
高まり
0 0 0
を通じてのみ、また意志の自由な活動
0 0 0 0 0 0 0 0
に
よる力の外的な強化と増大を通じてのみ、克服
されることを欲している。
　こうして、意志の自由な活動から生まれると
ころの、力のこの内的な自己増大と、その内的
な自己増大によって惹起されるところの、力の
外的な強化と増大とが、人間が動物に大いに優
位していることを示すものである。そしてこの
ことは人間が最も無力な状態に生まれるだけ
に、なおさらそうである11。」
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（１）乳幼児期の人間が秘める可能性
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　「新生児の無力さ、すべての外的なものに関
する彼の頼りなさは―生命の統一と生命の全体
との一致において―将来自分の意志の力と、し
たがってまた行為の力との高まりを通じて自己
自身から生まれてくる自助能力（Sich=Helfen= 
Können）と対立するものである。さて自己の
外部における無力さが、自己の内部における力
の高まりの可能性に対する対立物であるように、
後者は前者によって目覚めさせられ、前者にお
いて認識され、かつ強められるべきものである。
一般に万物は対立物において、また対立物を通
じて最もよく認識されるものであり、また認識
されるべきものであるように、無力も力の高ま
りを通じて克服されるべきである。というのは、
自己の意志の力を通じて、増大した行動力を通
じて生命の外的障害を克服すること、あるいは
むしろこれに滲透すること、したがってまたこ
れを根絶することこそが、人間の自己意識に平
安・喜びおよび自由をあたえ、したがって人間
をその使命である神の似姿にまで高めるところ
のものだからである。
　それゆえに、無力さと自己自身の意志（自己
の好み）とは、やがて子どもの生命のかなめ軸、
対立する転回点（極）となるであろう。それら
の中心点および統一点、つまり和解点が、自己
?????????????????????????
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活動、自由活動であり、無我夢中になること
（Sich=Beschäftigen）であり、自己作業であ
る12。」
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（２）模倣の意味
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　「すなわち、子どもは非常に早くからなにか
あるものに習熟し、なにかあることを自分の習
慣にしようとしているという現象、また自分を
とりまく環境といわば癒着し、一つになろうと
する子どもの生活の早期の現象こそが、たとえ
子どもが外見的には不活発であり受動的（受身
的）であるようにみえる場合ですら、活動衝動
と作業衝動がすでに早くから子どもに存在して
おり内面的に作用していることの証拠であると
いうことである。というのは、子どもは自己の
内面的な活動にいっそう多くの余地を得るため
に、外的な環境や境遇や要求に順応するからで
ある。
　ところで子どもにあっては習慣が自由な活
動、自己活動から生じてくるように、まねをす
ること、すなわち模倣ということもまた、自由
な活動や自己活動から生じてくる。そして習慣
や習性および自己活動と同様に、幼児期の保育
や子どもの生活の保育のために、模倣にも深く
注意をはらうことは、それにおとらず重要なこ
とである。なぜならば、われわれは、子どもの
内面的・精神的な生活全体が、三重の現象、す
なわちそれ自体三位一体的なものとしての自由
活動・習慣・模倣にあらわれているのを見るか
らである17。」
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（１）子どもの生命のあらわれとしての活動や
行動
?????????????????????
?????????????????????
?????????????????????
?????????????????????
?????
　「生まれたばかりの子ども
0 0 0
は、あたかも親木
から落ちてきた種子の
0 0 0
なかの熟した核
0
のように、
自分自身のうちに生命
0 0
をもっており、また種子
の核と同じように、その生命を、一般的な生命
全体との発展的な、だがますます精神的な関連
において、自己活動的
0 0 0 0 0
に内から発展させるもの
である。だから、活動
0 0
や行動
0 0
もまた子どもの目
0 0 0 0 0
???????????????????????????????????????????????
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覚めつつある生命の最初のあらわれ
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
である。し
かもその活動や行動は、内的なもの
0 0 0 0 0
、最も内的
0 0 0 0
なものの
0 0 0 0
独特の表現
0 0
をともなった活動であり行
動である。…それゆえに、それはまた外的なも
のを観察したり、外的なものを観察したり、外
的なものに働きかけたりするための内的な活動
であり、外的な障害そのものに打ち勝ったり、
外的なものに浸透したりするための内的活動で
ある。だから幼児の最初の活動や行動というも
のは、感情や知覚とひとつになったものであり、
いまだまどろんでいる自己理解や自己知覚とす
でに芽生えつつある自己の力（能力）とを示す
ものであるが、この活動や行動が、子どもの生
命、子どもとしての人間存在の初期のあらわれ
である18。」
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（２）まなざしによる表現
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　「もし子どもの肉体的要求がみたされ、子ど
もが機嫌よく、そして力強さを感ずる場合には、
子どもの最初の自発的な作業は、そして周囲の
事物を観察すること、外界を自主的に受容する
ことであり、また外への自主的な働きかけであ
るとともに内からの生命の発現であるところの
遊びである21。」
??????????????????????
??????????????????????
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?????????????????????????
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　「このように、自己の内なる意識的生命なら
びに自己の周囲の生命を漠然と予感すること、
したがって、力を訓練し、力を吟味し、かつ比
較すること、自立性を訓練すること、自立性を
吟味しかつ比較すること―それが子どもの最初
の、最も早期の生命、子どもの最も早期の活動
のすべての現象の最も外的な極点であり、最も
内的な基礎である。
　それゆえ、いまや幼な子が彼の生命、彼の自
己活動と自由活動、彼の四肢や感覚の使用に目
覚めるやいなや、…われわれは子どもに彼の自
己活動と自由活動のためのある対象を探してや
ろう。…その対象は自立性をあらわし、可動性
もをあらわす。…またこの対象のなかには、い
わば子ども自身の心情のうちと同じように、新
しい人生において彼が出会うあらゆる多様性の
統一が宿っている。したがってまたこの統一に
おいて、子どもは、たとえまだ全く無意識的に
ではあっても、自己自身に宿っている彼自身の
自立的でしかも可動的な生命をも、あたかも鏡
に映すがごとく見ることができ、同様にそのよ
うな生命をこの対象物で訓練し試みることがで
きるのである。そしてその遊具が球形（Kugel）、
いなむしろボール（Ball）である22。」
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